
‐1‐ 

社会福祉法人 まどか 

〒720‐0032 福山市三吉町南一丁目 7 番 9 号 

☎ 084‐928‐1643（Fax 兼用） 

E-Mail：madoca1643@nifty.com 

http://madoca1643.style.coocan.jp/ 

http://www.facebook.com/madoca1643/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 7 年 2 月 1 日 

第 ７ ８ 号 

発行責任者：神谷  和孝 

発 行：社会福祉法人 まどか 

編集責任者：髙橋 恒二郎 

( 2 月･5 月･8 月･11 月 発行 ) 

～ 巻頭言 ～ 

理事長  神谷 和孝  

 

２０２５年の新年を迎えての初めての「まどか通信」となりますので、まずは遅まき

ながら「明けましておめでとう御座居ます」と祝辞を申し上げます。 

昔から「一年の計は元旦にあり」と言われています。新年を迎えるにあたっての皆様

一人ひとりのお正月の迎え方は異なりますが、誰もが元旦の今日から始まる一年間に

色々の希望や期待を持たれたのではないかと思います。 

私も若いころのお正月のことを色々と思いおこすと、前年の一年間で反省することや

計画を立てながら実行に移せなかったことを、日記にまとめて書き出し、それをこれか

ら始まる一年間の実行目標にしていました。 

まどかの職員も、利用者の皆さんが少しでも快適な生活を過ごしてもらうためにはど

うしたらよいかを、新年を迎えて話し合っています。 

皆さんもどうぞ今年もいい年になりますよう、今年の努力目標の設定に力をいれてみ

てください。ただ、目標は実行に移すことが大事です。 

私も８５歳の老齢となり、将来の夢とはかけはなれた身辺の整理に努力目標をしぼっ

ていますが、いずれにしても、皆様、努力目標の実現に頑張りませう。 
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      令和 7 年最初の紙面ですね。 

今年もよろしくお願いいたします。 

 昨年１２月頃から流行中のインフルエンザ

も徐々に落ち着いてきているようにも思えま

すが、新型コロナの感染が増えてきているよ

うで･･･感染対策には気が抜けない日々が続

いています。作業活動も就職活動もカラダが

基本！ 体調管理に気をつけていきましょう。 

 

 

 

Facebook では毎月の様子と 

詳細もお知らせしていますので 

巻末の QRからご確認ください。 

空き状況（２月１日現在） 

移行支援 

・・・若干名 

継続支援Ｂ型 

・・・要相談 

令和 7 年、最初の紙面はすみれ工房での各種行事の様子をお伝えします！ 

昨年 12 月には毎年恒例となっているクリスマス会を行いましたが、前回好評

だったお店には多くの方が参加されていました。また、希望者のみですが年始に

は久しぶりに初詣も行いましたよ。 

そして、健康増進を兼ねて、日々の作業活動や就職活動の気分転換にスポーツ

レクも行っています♪ 11 月から 3 か月連続でしたが、参加された方はそのあと

の作業のことも忘れて思いっきり体を動かして･･･イイ汗かいてました☆ 

～ ～～ ～

& BAR

きんぐ
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この度、株式会社サトシゲ様に 

素敵な看板を制作していただきました。 

これにより、とまり木が分かりやすくなり 

見学者や来訪者が迷わずに来られるようになりました。 

「一般社団法人生命保険協会 広島県協会」様より、 

冷蔵庫 1 台を寄贈いただきました！ 

これまで 20 年以上使ってきた古い冷蔵庫では、 

レクリエーションやイベントの食材、夏場の飲み物の 

保管に大変苦労しておりましたが、寄贈いただいた新しい冷蔵庫は 

とてもよく冷え、私たちの活動の幅が広がりました。 

利用者のリクエストにより、再び笠岡ベイファーム行ってきました☆ 

♪♪
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「にも包括」の実現に向けて 

        バラ会副会長 田和桂子 

新しい年を迎えたと思っていたら、もう 1月が終わり立春の候となりました。今年

の干支は蛇ということで、蛇は脱皮することから、蛇年は再生と発展の年と言われま

す。バラ会も 1月の定例会には新しい会員の顔もうかがえ、少しずつ前進しつつある

のを感じます。今年はバラ会がさらに発展する年になればと願っております。 

さて、今年度の締めくくりの行事として、川崎医療福祉大学教授の長崎和則先生を

お招きして 3月 22 日に『これからの地域包括ケアシステムとは～にも包括の実現に向

けて』という講演会を企画しております。長崎先生は福山在住の方で、バラ会発足当

時にまどかにも関わりのある方で、福山市の精神保健福祉に一貫して関わってこられ

た方です。平成大学でも教鞭をとられ、多くの卒業生を福山の福祉関係機関に送り出

されています。 

 皆さんは、この度のテーマの「にも包括」という言葉を聞いたことがあるでしょう

か。これは「精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム」の略称です。「地域包

括」というとまず老人介護が思い浮かぶことと思います。現在では老人介護は隅々ま

で浸透し、一人も漏れることなく介護福祉の対象としてケアされています。その一

方、障害者の地域移行が課題となる中で、障害者が地域で安心して暮らしていくため
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に、老人を対象とした地域包括のようなケアシステムが障害者にも必要ではないかと

言われるようになりました。そして、障害者の中でも様々な福祉サービスの対象とな

りにくい精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの必要性がやっと注目される

ようになったのです。 

 ８０５０問題がまさに目前の課題として取り上げられている中で、親がいなくなっ

た精神障害や発達障害、引きこもりの当事者はどうやって地域生活を継続していける

でしょうか。今までは多くの親は心ならずも施設入所や精神科入院を当事者に強いて

来ました。しかし、そのような対応は当事者の人権を尊重した対応ではないことか

ら、地域で安心して暮らせる方策を構築していくのが「にも包括」の考え方です。 

 このような取り組みを実現させていくためにもまずは当事者・家族がその内容につ

いて知っておく必要があると思います。しかし、「にも包括」が実現するためには、当

事者・家族が頑張るだけではなく、福祉関係者はもとより医療関係者・行政・一般市

民など様々な立場の人を巻き込みながら、地域共生社会を推進していかなければなり

ません。その意味でより多くの人に「にも包括」の必要性を知っていただきたく、こ

の度の講演会に向けていろんな方々に呼びかけています。 

 とは言え、まずは私たち当事者・家族が学び、「にも包括」の実現に向けて何が必要

か共に考えていきましょう。 



‐8‐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



‐9‐ 

 

 

 

 

 

 

 

 



‐10‐ 

 

～「善意」のお知らせ ～ 

今期も「法人まどか」および「すみれ工房・とまり木」、そして「福山市精神保健福祉家族

会（バラ会）」に多くの皆様よりご厚志・物品提供および作業支援をいただき、誠にありがと

うございました。（順不同・敬称略） 

 

☆ 法人まどかへの善意 

・岡田美枝・髙橋恵子・一般社団法人 生命保険協会 広島県協会 

 

☆ 法人まどかへのボランティア 

・岡田美枝・國貞将志・村田紀美子・精神保健福祉ボランティアグループ「そよかぜ」 

 

☆ 福山市精神保健福祉家族会（バラ会）への善意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今後の行事予定（令和 7年 2月以降） 

２月 避難訓練（事業所ごとに実施） 

３月 

バラ会主催 学習会（２２日、まなびの館ローズコム） 

『これからの地域包括ケアシステムとは ～にも包括

の実現に向けて～』 講師：長崎和則 様 

４月 観桜会（日時未定） 

その他行事は、事業所毎に感染症対策をしつつ実施していきます。 

 編集後記  

 

仕事
を探しています

こんな仕事は頼める？

どこまでやってもらえるの？

まずは、ご連絡ください！

ボ
ランティア

何かできないかな？

一緒に手伝いたい…

ご連絡をお待ちしています♪

見学
・体験利用

どんな場所か見てみたい…

どんな事をしているの？

気軽にお問い合わせください！

※ 匿名でのご寄附も頂いております。ご厚情につきましては記録に万全を期しておりますが、 

  脱漏がございましたら失礼の段、ご容赦いただきますようお願いいたします。 

昨年は私にとって還暦の年であり、また「辰年」でもありました。1月 1日の能

登の地震や大雨といった自然災害が相次ぎ、「辰」がその名の通り大騒ぎをしまし

た。「辰年は大きく揺れる」と言われるように、自然の驚異に心が揺さぶられる年

でもありました。節分も過ぎ、新たに迎えた今年は「巳年」です。「巳年」は安定

と落ち着きの象徴とされており、穏やかに過ごすことができる年であることを願っ

ています。皆さまにとっても、心安らかで穏やかな一年となりますように。引き続

き「まどか通信」をよろしくお願いいたします。（とまり木 施設長 長谷川徹） 

HomePage 

Facebook 


